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黙灘・警驚羅

議
員
推
薦
に
思
う

　
先
き
の
衆
・
参
両
院
の
同
時
選
挙
に

際
し
て
、
活
仏
事
務
総
局
で
は
、
従
来

の
O
と
く
、
加
盟
宗
派
、
県
仏
、
団
体

の
推
薦
を
と
り
ま
と
め
、
全
日
本
仏
教

会
と
し
て
関
係
立
言
補
者
の
推
薦
を
し

て
き
た
。
従
来
、
推
薦
の
し
つ
ぱ
な
し

の
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
を
反
省
し

難馨弩驚覇覇蒙

て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
今
回
は
、
全

推
薦
議
員
に
対
し
て
、
全
量
の
立
場
を

推
薦
の
理
田
を
付
し
た
文
書
を
送
り
、

仏
法
の
外
註
者
と
し
て
の
立
場
を
、
よ

り
一
層
明
確
に
し
て
も
ら
う
べ
く
努
力

を
続
け
て
き
た
。

　
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
、
の
諺
が
あ

る
。
や
や
も
す
る
と
、
私
た
ち
は
、
自

分
た
ち
の
守
備
範
囲
に
忠
実
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
い
つ
の
ま
に
か
外
堀
を
埋

め
ら
れ
て
ゆ
く
の
に
気
が
つ
か
ず
、
自

ら
の
守
備
範
囲
を
せ
ば
め
て
い
る
場
合

が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
っ
か
。
私
た
ち

の
守
備
範
囲
の
中
に
は
、
実
は
、
外
堀

を
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
元
も
子

も
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
数
多
く
あ
る

こ
と
に
目
を
向
け
た
い
。

加
盟
団
体
諸
大
徳
の
目
と
耳
を
お
貸

し
頂
き
た
い
の
で
す
。
（
1
）

シリーズ⑥行

（本山修験宗）験修
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一
（
加
盟
団
体
代
表
者
集
会
）
1
1

来
月
一
日
、
芝
増
上
寺
で
開
く

　
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
十
一

月
一
日
午
前
九
時
半
よ
り
、
東
京
・
芝
の
浄
土

宗
大
本
山
増
上
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

今
大
会
は
“
加
盟
団
体
代
表
者
集
会
”
と
し

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
が
と
ら
れ
、
各
部
会

ご
と
に
具
体
的
な
討
議
が
期
待
さ
れ
る
が
、
主

催
す
る
全
仏
事
務
総
局
で
は
、
組
織
部
を
中
心

に
鋭
意
努
力
中
で
、
大
会
の
成
功
を
目
指
し
て

準
備
委
員
会
、
増
上
寺
な
ど
と
連
絡
を
密
に
し

な
が
ら
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。

　
　
第
二
十
七
回
大
会
開
催
要
項

　
《
大
会
趣
旨
》
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
今

年
度
を
も
っ
て
第
二
十
七
回
を
重
ね
、
こ
の
間

全
国
の
主
要
地
で
そ
の
地
区
の
仏
教
会
が
中
心

と
な
り
、
僧
俗
多
数
を
動
員
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
即
応
す
る
仏
教
活
動
の
展
開
に
不
退
転

の
決
意
を
固
め
て
、
具
体
的
実
践
策
を
確
立
し

仏
教
精
神
の
昂
揚
（
特
に
全
一
仏
教
運
動
の
展

開
）
に
っ
と
め
て
き
た
。

　
従
っ
て
今
回
の
仏
教
徒
会
議
は
、
八
十
年
代

を
含
め
て
禾
来
社
会
の
目
標
設
定
の
た
め
に
、

自
か
ら
新
し
く
脱
皮
し
つ
つ
仏
教
の
真
髄
を
開

発
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
三
つ
の
部
会
に
於
て
、
各
般
に
亘
っ
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
真
剣
な
討
議
に
よ
っ
て
所
期

の
目
的
を
達
成
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

　
▽
科
学
や
技
術
は
、
す
ば
ら
し
い
発
展
を
遂

げ
自
然
は
人
工
化
さ
れ
、
神
秘
的
な
生
命
は
科

学
的
に
解
明
さ
れ
、
生
命
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や

合
成
ま
で
可
能
と
な
る
に
至
っ
た
。

　
▽
こ
の
よ
う
に
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ

る
社
会
に
対
し
、
人
間
の
位
置
付
け
や
生
き
方

に
つ
い
て
は
十
分
な
配
慮
が
払
わ
れ
ず
、
新
し

い
価
値
観
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

　
▽
科
学
・
技
術
及
び
自
然
は
従
来
無
限
な
も

の
と
さ
れ
、
そ
の
追
求
に
は
げ
み
、
わ
れ
わ
れ

大
本
山
増
上
寺

　
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
の
開
創
。
徳

川
将
軍
家
の
菩
提
寺
と
し
て
広
く
知
ら
れ

一
万
余
石
の
寺
領
を
有
し
、
江
戸
時
代
を

通
じ
て
行
政
、
教
学
の
中
心
で
あ
っ
た
。

　
本
堂
、
御
霊
屋
は
戦
災
で
焼
失
し
た
も

の
の
、
増
上
寺
の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財

を
多
数
所
蔵
し
、
由
緒
あ
る
年
間
行
事
、

文
化
活
動
な
ど
大
本
山
と
し
て
幅
広
く
活

動
し
て
い
る
。

に
新
し
い
力
を
与
λ
て
き

た
。
然
し
本
来
自
然
は
有

限
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

制
限
の
中
で
人
類
の
存
続

が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
▽
仏
教
は
こ
の
よ
う
な

人
類
的
課
題
に
対
し
明
確

に
答
え
ゑ
貝
任
が
あ
り
、

十
分
に
そ
の
資
格
と
能
力

が
あ
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

日テ会日
　1
程マ場時

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
一
日
（
土
）

大
本
山
増
上
寺
（
東
京
・
芝
）

八
十
年
代
の
仏
教
開
発

9
時
3
0
分
開
会
式
▽
1
0
時
2
0
分
総
会

▽
1
1
時
0
0
分
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
▽
1
2
時

00

ｪ
昼
食
▽
1
時
0
0
分
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
▽
3
時
鉛
分
全
体
会
▽
4
時
3
0
分

磁匝

都営地下鉄三田練「1翌翌」

浄土宗大本山

増上寺
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閉
会
式

　
《
大
会
役
員
》
総
裁
・
秦
慧
玉
、
副
総
裁
・

山
田
恵
諦
、
上
野
頼
栄
、
藤
井
実
応
、
大
会
長

鱒
淵
正
浩
、
幹
事
長
・
神
野
真
一
、
副
幹
事
長

真
渓
義
貫
、
柳
一
個
、
意
見
発
題
審
査
委
員
長

花
木
義
光
、
宣
言
文
起
草
委
員
長
・
柳
了
堅
、

運
営
委
員
長
・
畑
直
孝
、
第
一
部
会
長
・
摩
尼

清
之
、
第
二
部
会
長
・
白
川
良
純
、
第
三
部
会

長
・
塩
入
亮
達
。

県
仏
代
表
者
会
議
ご
案
内

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
は
、
第
二
十

七
回
全
仏
大
会
の
前
日
に
東
京
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
日
時
　
1
0
月
3
1
日
（
金
）
　
午
後
四
時

　
場
所
　
東
京
・
芝
増
上
寺
会
館

　
出
席
各
都
道
府
半
身
代
表
二
名

，
鯖
」
徽

　
　
　
　
　
Z

難
癖

明

「
区
「
l
」

阿
ク
国

東京タワー

物事

一
品

宿
谷

　
　
コ
ロ
　
げ

↑
新
渋
．
　
鑑

　　パークホテル

　　　ロ

榊
「
恥

上議

」
粧1回㊧

芝
ゴ
Z
Z

』遡
田線「芝公園」

〃Z〃’〃〃”ノ〃’

□ABC会館

一
二
饅
＠
蘇

　
　
雷
一
穰
・

藤

「
」
蹴
翻
］
班

翫翼國
動ジ
国電「浜松町」より

地下鉄「大　門」より

地下鉄「御成門」より

徒歩10分

徒歩7分

徒歩5分

新橋・東
“品川

㌍羽田

一2一

》－＝　・♪
隅一「τ

q瀞
’く’．－．噌
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全
仏

常
務
理
事
会
ひ
ら
く

次
年
度
予
算
な
ど
を
審
議

　
全
日
本
仏
教
会
の
常
務
理
事
会
は
、
九
月
十

一
日
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
ホ
テ
ル
「
ル
イ
の

間
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
日
野
事
務
総
長
挨

拶
の
あ
と
、
議
長
に
鱒
淵
正
浩
理
事
長
、
議
事

録
署
名
委
員
に
田
中
亮
三
（
曹
洞
宗
）
、
原
田
良

道
（
静
岡
県
仏
）
の
空
車
を
選
出
し
予
算
案
な

ど
を
審
議
し
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
六
年
度
予
算
案
に

つ
い
て
」

　
中
村
財
務
部
長
よ
り
、
第
一
案
（
通
常
案
）

基
本
案
1
（
寺
院
数
×
基
本
割
十
均
等
割
）
、
基

京
都
で
開
か
れ
た
常
務
理
事
会

本
案
H
（
寺
院
数
×
基
本
割
）
の
説
明
に
も
と

づ
い
て
種
々
審
議
が
な
さ
れ
「
事
務
局
は
基
本

案
1
に
努
力
し
、
こ
れ
が
で
き
な
い
時
は
昭
和

五
十
六
年
度
は
第
一
案
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
た

る
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
年
内
に
理
事
会
等
を

開
く
」
と
い
う
こ
と
で
了
承
。

　
議
案
第
二
号
「
古
仏
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い

て
」
　
加
藤
総
務
局
長
よ
り
準
備
委
員
会
の
経
過
報

告
が
な
さ
れ
了
承
。

　
議
案
第
三
号
「
山
形
県
仏
教
会
理
事
二
等
に

つ
い
て
」

　
勝
部
組
織
局
長
よ
り
同
県
仏
か
ら
の
申
請
内

容
を
説
明
、
理
事
一
名
選
出
を
了
承
。

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
推
進
に
つ

い
て
」

　
安
本
国
際
文
化
局
長
よ
り
説
明
、
加
藤
局
長

よ
り
補
足
が
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
申
し
入

れ
へ
の
対
処
、
現
場
視
察
の
計
画
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
実
行
委
員
会
の
委
員
選
出
を
事
務
局
一

任
で
了
承
。

報
告
事
項
①
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
」

　
勝
部
局
長
よ
り
、
同
和
特
別
委
員
会
な
ど
の

経
過
を
報
告
、
了
承
。

　
報
告
事
項
②
「
機
構
改
革
に
つ
い
て
」

　
加
藤
局
長
よ
り
、
機
構
改
革
委
員
会
な
ど
の

経
過
を
報
告
、
了
承
。

　
報
告
事
項
③
「
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
に
つ
い
て
」

　
勝
部
局
長
よ
り
今
年
度
の
大
会
は
加
盟
団
体

代
表
者
集
会
と
す
る
な
ど
内
容
を
報
告
了
承
。

　
報
告
事
項
④
「
第
十
三
回
W
F
B
タ
イ
大
会

に
つ
い
て
」

　
鎌
田
国
際
部
長
よ
り
、
同
大
会
へ
の
日
本
代

表
団
や
内
容
、
旅
行
団
な
ど
を
報
告
、
了
承
。

　
報
告
事
項
⑤
「
ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
来
日
に
つ

い
て
」

　
同
首
相
来
日
に
あ
た
り
歓
迎
会
に
つ
い
て
説

明
、
了
承
。

　
報
告
事
項
⑥
「
靖
国
法
案
問
題
に
つ
い
て
」

　
昭
和
三
十
八
年
、
四
十
九
年
に
表
明
し
た
線

で
進
め
、
宗
派
の
意
見
も
全
仏
に
も
ら
う
こ
と

で
了
承
。

　
【
出
席
者
】
田
中
亮
三
（
曹
洞
）
　
小
沢
照

禧
（
智
山
）
　
藤
岡
義
昭
（
大
量
）
　
鱒
淵
正

浩
（
浄
土
）
　
原
田
良
道
（
静
岡
）
　
代
・
久

保
埜
（
豊
山
）
　
代
・
小
泉
（
本
派
）
　
代
・

小
口
（
浄
土
）
　
代
・
広
島
（
大
黒
）

宗
務
総
長
会
も
開
か
る

常
務
理
事
会
に
先
だ
ち
、
同
日
午
前
十
時
よ

り
十
大
宗
派
宗
務
総
長
会
が
開
催
さ
れ
、
全
仏

の
鱒
淵
理
事
長
、
日
野
総
長
挨
拶
の
あ
と
、
議

長
に
阿
部
野
龍
正
善
（
高
野
山
墓
菖
宗
）
を
選

出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
昭
和
五
士
ハ
年
度
の
全
仏
予
算
案
に
つ
い
て

担
当
局
よ
り
資
料
提
示
の
う
え
説
明
、
特
に
特

別
負
担
金
の
算
定
基
礎
の
口
数
が
不
平
等
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
「
機

構
改
革
の
段
階
で
は
大
幅
な
改
正
は
好
ま
し
く

な
い
」
、
「
改
正
案
の
場
合
の
各
宗
の
了
解
は
」

な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
、
雪
仏
セ
ン
タ
ー
、
機
構
改
革
、

ル
ン
ビ
ニ
ー
、
同
和
問
題
、
全
日
本
仏
教
徒
会

議
な
ど
に
つ
い
て
経
過
報
告
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
【
出
席
者
】
阿
部
野
龍
正
（
高
野
）
、
小
沢
照

日
（
智
山
）
、
武
田
鳶
彦
（
浄
土
）
、
代
・
久
保

埜
（
豊
山
）
代
・
小
泉
（
本
派
）
代
・
古
川
、

広
島
（
大
野
）

宗
派
財
務
担
当
者
会
議

　
次
年
度
の
予
算
作
成
に
あ
た
り
、
九
月
三
日

（
関
西
）
、
九
月
五
日
（
関
東
）
の
両
日
、
十
大

宗
派
の
財
務
担
当
者
会
議
が
開
か
れ
、
事
務
局

よ
り
主
事
一
名
増
員
な
ど
を
含
む
通
常
案
と
寺

院
数
に
か
ら
む
改
正
案
が
だ
さ
れ
熱
心
に
協
議

さ
れ
た
。

一
、
黄
奨
隠
元
九
行
書

置
、
仁
和
寺
栄
厳
三
行
書

一
、
日
勝
書
絹
本
マ
ク
リ

一
、
地
蔵
菩
薩
彩
色
古
画

七
拾
万
円

七
万
円

七
千
円

二
万
円

一
、
内
務
大
臣
山
本
達
雄
書
　
　
二
万
円

一
、
文
部
大
臣
松
田
源
治
書
　
　
二
万
円

一
、
解
織
画
並
賛

七
万
円

一
、
隠
元
禅
師
墨
躊
（
堀
江
和
彦
箱
書
）

い
わ
き
市
遠
野
町
上
遠
野
堀
切
一
六
八

東
　
光
　
寺

電
話
O
二
四
六
（
八
九
）
三
一
＝
O

3

夙

　’
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：一
一

前
原
、
江
島
両
氏
が
基
調
講
演

　
全
日
本
仏
教
会
（
全
曲
）
と
国
際
仏
教
交
流

セ
ン
タ
ー
（
I
B
E
C
）
共
催
に
よ
る
「
第
十

三
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
」
は
、
八
月
二
十
二

日
～
二
十
三
日
の
両
日
、
静
岡
県
函
南
町
の
生

産
性
研
修
会
館
を
会
場
に
、
科
学
者
、
仏
教
学

者
な
ど
二
十
三
名
、
文
化
専
門
委
員
、
教
化
研

静岡の函富町で開かれた第13回日本仏教文化下

唇
所
か
ら
署
名
、
樹
霜
・
I
B
E
C
よ
り
二
十

名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
、
「
科
学
と
仏
教
⊥
零
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
前
原
昭
二
筑
波
大
名
誉
教
授
と
江
島
恵
教

長
岡
技
術
科
学
大
助
教
授
が
基
調
講
演
し
、
こ

れ
に
も
と
づ
い
て
数
学
と
仏
教
の
接
点
を
も
と

め
熱
心
に
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。

　
　
　
1
　
◇
　
1

　
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
仏

教
界
の
学
術
会
議
と
し
て
結
成
い
ら
い
、
い
ま

ま
で
「
ア
ジ
ア
開
発
と
仏
教
」
、
「
生
命
科
学
と

仏
教
」
、
「
人
類
の
未
来
と
仏
教
」
を
テ
ー
マ
に
、

仏
教
と
の
か
か
わ
り
方
を
討
論
、
仏
教
学
以
外

の
学
問
に
た
ず
さ
わ
る
学
者
と
の
交
流
を
は
か

っ
て
き
て
い
る
。
今
年
度
は
、
昨
年
に
つ
づ
い

て
「
仏
教
と
科
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
数
学
の
零

と
仏
教
の
空
と
を
対
照
し
な
が
ら
、
そ
の
接
点

を
さ
ぐ
る
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
午
後
一
時
よ
り
全
仏
・
磯
山
文
化
部
長
の
司

会
で
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
懸
仏
・
安
本
国
際

文
化
局
長
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
懸
仏
・

鱒
淵
正
浩
理
事
長
、
I
B
E
C
・
四
宮
正
音
理

事
、
西
義
雄
文
化
会
議
副
議
長
が
挨
拶
、
こ
の

あ
と
司
会
を
真
渓
義
貫
運
営
委
員
長
に
う
つ
し

て
会
議
に
入
っ
た
。

　
基
調
講
演
は
、
ま
ず
前
原
昭
二
筑
波
大
名
誉

教
授
が
「
数
学
に
お
け
る
零
の
意
義
」
と
題
し

て
、
「
零
は
何
を
意
味
す
る
か
、
ど
ん
な
内
容
を

も
つ
か
と
問
わ
れ
て
も
答
え
づ
ら
い
。
零
ば
か

り
で
な
く
、
数
そ
の
も
の
が
、
ど
ん
な
内
容
を

も
つ
か
と
い
う
こ
と
を
答
え
る
こ
と
は
難
か
し

い
。
数
は
数
字
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
数
字

の
う
ら
に
あ
る
数
に
は
、
あ
る
意
味
で
は
何
も

な
く
、
説
朋
で
き
な
い
状
態
で
す
。
数
は
実
体

で
は
な
く
符
帳
で
あ
り
、
実
体
は
何
で
あ
る
か

と
い
う
議
論
は
し
な
い
の
が
現
代
の
数
学
で
あ

り
、
そ
の
効
用
が
大
切
で
す
。

　
そ
ζ
じ
、
零
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
、
あ

え
て
答
え
れ
ば
、
ど
ん
な
数
に
足
し
て
も
か
け

て
も
変
化
を
与
え
な
い
も
の
、
そ
ん
な
効
用
を

果
た
し
て
い
る
の
が
零
な
の
で
す
。

　
零
へ
の
興
味
は
、
一
つ
も
な
い
も
の
、
そ
れ

自
体
を
対
象
と
す
る
お
も
し
ろ
さ
か
ら
く
る
も

の
で
し
ょ
う
。
こ
の
観
点
が
ら
現
代
数
学
を
み

る
と
、
現
代
の
数
学
の
基
本
概
念
は
、
数
と
い

う
よ
り
も
、
集
合
な
の
で
す
。
そ
こ
で
考
え
ら

れ
る
概
念
は
、
何
も
構
成
要
素
（
国
ピ
塩
竃
国
Z

↓
）
の
な
い
集
△
口
で
す
。
こ
れ
を
空
集
合
（
国
竃

霞
ω
国
↓
）
と
い
い
、
現
代
数
学
の
基
本
概
念

な
の
で
す
。

　
空
集
合
と
い
う
概
念
は
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ

た
も
の
で
は
な
い
が
、
零
と
空
を
対
比
さ
せ
る

よ
り
も
、
零
と
空
集
合
を
対
比
さ
せ
る
方
が
よ

り
対
比
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

空
集
合
も
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
便
法
で
あ
り
、

仏
教
に
お
け
る
空
に
相
通
ず
る
と
い
う
議
論
を

私
は
し
な
い
。
」
と
数
学
の
立
場
を
説
明
し
、
仏

教
と
の
関
連
性
は
難
か
し
い
と
の
姿
勢
を
示
し

た
。　
次
に
、
江
島
恵
教
長
岡
技
術
科
学
大
助
教
授

が
「
仏
教
の
空
観
－
仏
教
に
お
け
る
空
性
の
意

義
」
と
題
し
て
、
「
空
に
は
色
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
が
あ
り
、
空
の
表
現
に
焦
点
を
合
せ
イ

ン
ド
で
空
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
き
た

か
、
ど
う
考
え
ら
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
論
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

て
み
た
い
。
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空
思
想
は
一
言
で
い
え
ば
、
一
切
皆
空
に
つ

き
る
。
そ
れ
自
体
で
生
じ
、
そ
れ
自
体
で
存
在

す
る
こ
と
が
な
い
故
に
、
実
体
性
を
も
た
な
い

と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ

を
無
自
性
と
い
っ
た
り
、
空
な
る
と
い
う
言
葉

で
表
現
し
、
こ
の
実
体
性
（
自
性
）
の
欠
け
た

状
態
を
空
と
表
わ
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
極
め
て
否
定
的
に
論
理
づ
け

ら
れ
る
空
性
の
思
考
基
盤
に
は
、
我
々
の
認
識

作
用
に
お
け
る
執
着
を
い
ま
し
め
る
と
こ
ろ
に

大
き
な
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
悟
り
を
目
指
す

と
い
う
大
き
な
動
機
と
方
向
性
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
お
り
、
執
着
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
性

を
立
て
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
否
定
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
執
着
を
断
つ
と
い
う
方
向

性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
二
諦
の
考
え

方
（
世
俗
を
否
定
し
て
勝
義
へ
）
を
も
っ
て
く

る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
そ
の
方
向
性
が
明
確
に

前
原
昭
二
筑
波
大
名
誉
教
授

江
島
恵
教
長
岡
技
術
科
学
大
助
教
授

さ
れ
る
。

　
零
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
数
学
の
集
合

の
作
り
方
の
任
意
性
の
中
に
仏
教
の
考
え
方
の

通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
や

は
り
別
の
範
ち
ゅ
う
の
も
の
で
安
易
に
結
び
つ

け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
と
の
討
論
を
ま
ち
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
両
氏
の
基
調
講
演
を
も
と
に
討
議
に
入

り
、
「
数
学
は
自
然
科
学
と
違
い
、
ワ
ク
の
学
問

で
あ
り
、
仏
教
は
豊
冨
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
」

（
山
口
教
授
）
、
「
数
学
の
ゼ
ロ
の
意
味
は
あ
ま

り
な
い
。
あ
く
ま
で
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
で

あ
る
」
（
遊
亀
教
授
）
、
「
数
と
い
う
も
の
は
実

体
で
な
い
、
そ
こ
に
む
ず
か
し
さ
が
あ
る
」
（
梶

山
教
授
）
な
ど
の
意
見
が
随
所
で
だ
さ
れ
、
零

と
空
の
関
連
性
と
い
う
よ
り
、
数
学
と
仏
教
の

関
連
づ
け
の
困
難
さ
も
み
ら
れ
、
全
体
的
に
は

否
定
的
な
発
言
が
多
く
、
議
論
が
広
範
囲
に
展

開
さ
れ
た
。

　
最
後
に
西
副
議
長
が
総
括
し
て
「
空
と
零
の

問
題
は
、
マ
ハ
バ
ス
ト
な
ど
に
は
六
十
の
零
を

つ
け
た
単
位
が
で
て
い
る
の
で
、
イ
ン
ド
で
は

零
の
発
見
は
か
な
り
早
か
っ
た
と
い
え
る
し
、

そ
こ
に
イ
ン
ド
の
空
思
想
と
の
つ
な
が
り
が
無

い
と
も
い
え
な
い
が
、
現
在
の
学
問
の
ブ
ラ
ン

チ
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ル
ド
ー
の
ヴ
ィ
ー
セ
ル

シ
ャ
フ
ト
の
物
の
範
囲
に
深
い
関
係
が
あ
っ
て

建
前
と
い
う
も
の
が
表
に
で
て
、
そ
れ
は
当
然

で
あ
り
、
宗
教
、
哲
学
、
倫
理
そ
れ
ぞ
れ
に
建

前
が
で
て
お
り
、
そ
う
い
う
立
場
に
関
す
る
か

ぎ
り
こ
の
問
題
と
は
結
び
つ
か
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
亘
ら
れ
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
二
日
間
に
わ
た
り
熱
心
に
討
議
が
な
さ
れ
、

閉
会
式
で
全
仏
・
勝
部
局
長
な
ど
の
挨
拶
が
あ

っ
て
終
了
し
た
。

　
　
出
席
者
（
順
不
敬
略
）

　
筑
波
大
名
誉
教
授
・
前
原
昭
二
、
長
岡
技
術

科
学
大
助
教
授
・
江
島
恵
教
、
大
正
大
教
授
・

勝
又
俊
教
、
相
模
工
大
教
授
・
佐
伯
真
光
、
三

聖
谷
大
教
授
・
山
崎
昭
見
、
東
大
教
授
・
柳
川

啓
一
、
二
松
学
舎
大
講
師
・
若
林
隆
光
、
立
正

大
教
授
・
渡
辺
落
陽
、
仏
教
大
教
授
・
佐
藤
密

雄
、
阪
大
教
授
・
山
口
恵
昭
、
東
洋
大
教
授
・

河
波
昌
、
京
大
教
授
・
梶
山
雄
一
、
京
大
教
授

山
口
昌
哉
、
垣
網
大
元
学
長
・
遊
亀
授
、
文
化

専
門
委
員
・
白
川
良
純
、
浄
土
宗
東
京
事
務
所

長
・
鈴
木
霊
孝
、
智
山
派
教
化
研
究
所
・
那
須

政
玄
、
文
化
会
議
副
議
長
・
西
義
雄
、
運
営
委

員
長
・
真
渓
義
貫
、
運
営
委
員
・
藤
吉
慈
海
、

同
・
雲
井
昭
善
、
同
・
摩
尼
清
之
、
同
・
中
根

仁
座
、
同
・
武
藤
義
一
、
同
・
四
宮
正
音
、
同

安
本
利
正

本誌三者特別価格
幽6h、　　　　￥99．000

8ミリカラースコープ120分￥110，000

　　　　　　』　（昭和37年作）
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わ
が
宗
の
海
外
布
教
の
歴
史
は
、
ハ
ワ
イ
、

北
米
と
も
に
約
七
十
年
に
な
ろ
う
と
す
る
が
、

海
外
移
民
を
決
意
し
異
国
に
定
住
し
た
人
び
と

の
、
激
し
い
労
働
に
明
け
く
れ
る
心
の
支
え
と

し
て
、
期
せ
ず
し
て
で
き
た
大
師
講
が
共
に
そ

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
こ
の
間
、
身
を
挺
し
て
宗
祖
弘
法
大

師
の
教
え
を
伝
え
つ
づ
け
た
多
く
の
先
徳
開
教

師
各
位
の
精
進
の
歴
史
で
も
あ
る
。

　
太
平
洋
戦
争
を
境
に
し
て
、
台
湾
、
朝
鮮
、

満
豪
な
ど
の
開
教
の
あ
と
は
失
わ
れ
て
じ
ま
っ

た
が
、
こ
の
暗
い
時
期
を
耐
え
忍
ん
で
、
戦
後

教
線
再
建
に
立
ち
上
り
、
戦
前
に
も
増
し
た
勢

力
を
持
つ
に
到
っ
た
北
米
開
教
区
、
ハ
ワ
イ
開

教
区
を
は
じ
め
、
カ
ナ
ダ
開
教
区
、
南
米
開
教

区
の
新
し
い
教
線
、
タ
イ
国
で
の
特
殊
な
活

動
1
こ
れ
が
現
在
わ
が
宗
団
の
海
外
布
教
の

分
布
図
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
開
教
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の

現
況
を
概
説
し
、
最
後
に
将
来
の
展
望
、
或
は

今
後
の
問
題
点
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
　
ハ
ワ
イ
開
教
区

　
大
正
初
年
湯
池
法
眼
師
渡
布
、
開
通
の
先
駆

と
な
り
、
引
き
つ
づ
い
て
大
正
三
年
関
栄
辱
師

赴
任
、
ハ
ワ
イ
別
院
が
創
建
さ
れ
た
。
葺
師
が

初
代
別
院
主
監
、
初
代
開
教
総
監
で
あ
る
。
二

大
師
講
と
共
に
七
十
年

代
亀
山
弘
応
師
在
任
中
、
更
に
別
院
の
内
容
外

観
が
完
備
さ
せ
ら
れ
た
。
以
来
、
曽
我
部
、
丹

生
、
未
富
、
鳥
取
の
各
師
が
こ
れ
を
維
持
発
展

せ
し
め
、
現
在
加
登
田
哲
英
師
が
第
七
代
目
の

主
監
で
あ
る
。
昨
年
、
老
朽
し
た
本
堂
、
庫
裡

が
立
派
に
再
建
新
築
さ
れ
、
管
長
狸
藻
の
御
親

教
、
落
慶
法
会
が
厳
修
さ
れ
た
。

　
現
在
、
こ
の
ホ
ノ
ル
ル
の
別
院
の
ほ
か
、
オ

ア
フ
島
に
三
ケ
寺
、
ハ
ワ
イ
島
に
七
ケ
寺
、
マ

ウ
イ
島
に
三
ケ
寺
、
カ
ワ
イ
島
に
三
ケ
寺
、
ラ

ナ
イ
島
に
一
ケ
寺
が
あ
る
。

　
　
北
米
開
教
区

　
明
治
四
十
四
年
、
青
山
魏
魏
師
渡
米
、
移
住

邦
人
と
共
に
労
働
を
続
け
つ
つ
開
教
に
精
進
、

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
北
セ
ン
ト
ラ
ル
街
に
米
国

高
野
山
大
師
教
会
を
設
立
、
高
田
宝
戒
師
、
喜

多
川
諦
道
師
こ
れ
を
継
承
、
現
在
高
橋
成
通
師

が
第
四
代
主
監
で
あ
る
。

　
昭
和
十
年
北
米
高
野
山
別
院
を
公
称
、
昭
和

十
五
年
日
本
人
街
小
東
京
中
心
地
東
第
一
街
に

堂
々
た
る
伽
藍
を
新
築
、
盛
大
な
落
慶
法
会
が

厳
修
さ
れ
た
。

そ
の
後
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
こ
の
間
閉
鎖
、

戦
後
、
主
監
局
橋
師
、
副
主
監
曽
我
部
師
の
努

力
に
よ
っ
て
、
目
ざ
ま
し
く
復
興
、
現
在
高
野

山
真
言
宗
北
米
の
拠
点
と
し
て
、
名
実
共
に
益

⑤

々
重
要
度
を
加
え
て
い
る
。

　
北
米
別
院
で
は
、
多
く
の
人
材
が
立
派
に
養

成
さ
れ
、
開
教
師
と
し
て
、
或
は
学
者
と
し
て

そ
の
使
命
に
尽
卑
し
て
い
る
。

　
現
在
別
院
駐
在
開
教
師
署
名
、
所
属
開
教
師

五
名
。

　
そ
の
他
、
ハ
ー
バ
ー
高
野
山
仏
教
会
、
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
聖
臨
戦
、
シ
ャ
ト
ル
高
野
山
仏
教
会
、

シ
カ
ゴ
高
野
山
仏
教
会
、
オ
レ
ゴ
ン
親
王
院
の

ほ
か
、
各
地
に
十
一
の
大
師
講
が
あ
り
、
開
教

活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
カ
ナ
ダ
開
教
区

　
北
米
別
院
内
に
カ
ナ
ダ
開
教
総
監
部
を
お

き
、
高
橋
成
通
師
が
総
監
と
な
り
、
大
師
講
組

織
に
よ
っ
て
配
線
拡
張
の
新
し
い
体
制
に
と
り

く
み
、
ス
テ
ブ
ス
ト
ン
大
師
教
会
そ
の
他
、
次

第
に
拠
点
が
出
来
つ
つ
あ
る
。

　
　
南
米
開
教
区

　
戦
後
ブ
ラ
ジ
ル
開
教
が
急
速
に
進
み
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
に
高
野
山
南
米
別
院
が
創
建
さ
れ
、
開

教
師
杉
本
泰
信
師
が
駐
在
し
、
北
米
別
院
の
主

監
高
橋
成
通
師
が
南
米
開
教
区
総
監
を
兼
任
し

て
い
る
。

　
そ
の
他
、
ス
ザ
ノ
市
に
四
ケ
寺
、
マ
チ
ャ
ド

に
一
ケ
寺
、
サ
ン
ト
ス
に
一
ケ
寺
、
ペ
ト
ロ
ポ

リ
ス
に
一
ケ
寺
、
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
に
一
ケ
寺
、

マ
リ
ン
ガ
に
一
ケ
寺
、
各
地
に
十
二
の
大
師
講

が
あ
る
。

　
　
タ
イ
国
弘
法
苑

　
昭
和
八
年
バ
ン
コ
ッ
ク
の
ワ
ソ
ト
・
リ
ヤ
ブ

寺
境
内
に
日
本
人
納
骨
堂
が
建
立
さ
れ
、
わ
が

宗
の
開
教
師
が
招
聰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
二
十
年
に
な
る
。
こ
れ
は
戦
前
戦
後
に
わ
た

る
藤
井
真
水
師
の
非
常
な
努
力
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
以
後
こ
こ
に
駐
在
す
る
開
教
師
、
既
に

野
師
に
及
び
、
在
留
邦
人
の
心
の
支
え
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
今
後
の
展
望
と
問
題
点

　
以
上
概
略
、
各
開
教
区
の
現
況
を
述
べ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
現
地
で
な
け
れ
ば
解
ら
な
い
悩
み

が
あ
る
筈
で
あ
る
。
現
地
の
言
葉
の
話
せ
る
開

教
師
の
養
成
、
布
教
資
料
の
充
実
、
宗
団
と
の

血
の
通
っ
た
直
結
な
ど
な
ど
t
そ
れ
に
応
え

る
べ
き
宗
団
側
の
課
題
も
重
い
。
開
教
局
の
名

実
共
の
充
実
、
即
応
即
決
の
体
制
、
開
教
師
の

養
成
機
関
の
問
題
な
ど
な
ど
。
宗
団
を
挙
げ
て

在
外
開
教
師
の
精
進
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
写
真
・
昭
和
五
十
四
年
五
月
の
ハ
ワ
イ
別
院

開
創
六
十
周
年
式
典
の
記
念
写
真
）
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東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
黒
藻

　
全
仏
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
山
形
県
仏

の
担
当
に
よ
り
、
八
月
二
十
五
日
午
後
五
時
よ

り
、
天
童
温
泉
の
「
つ
る
屋
」
に
、
東
北
各
県

仏
代
表
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
一
、
第
二
十
七
回
全
仏
大
会
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
大
会
は
、
全
心
主
催
で
東
京
に
て

開
催
の
た
め
、
協
力
要
請
と
と
も
に
テ
ー
マ
、

内
容
な
ど
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
し
た
。

　
一
、
時
局
対
策
に
つ
い
て

　
同
和
問
題
、
難
民
救
援
、
靖
国
問
題
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
が
、
特
に
靖
国
問
題
に

つ
い
て
は
各
代
表
者
の
個
人
的
見
解
な
ど
が
述

べ
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
至
急
全
仏
と
し
て
検

討
し
、
統
一
見
解
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
の
強

い
要
望
が
な
さ
れ
た
。

　
一
、
次
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

次
回
は
岩
手
県
仏
の
担
当
に
て
開
か
れ
る
。

　
一
、
各
県
仏
の
活
動
報
告
に
つ
い
て

各
県
仏
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。

【
出
席
者
】
熊
谷
隆
正
、
松
尾
正
道
（
岩
手
）

上
田
葛
石
（
青
森
）
、
板
垣
隆
寛
、
阿
部
光
伸
（
山

形
）
、
勝
部
、
中
村
、
田
代
、
柴
（
以
上
全
仏
）

山
形
県
仏
十
周
年
記
念

に
ぎ
や
か
に
ひ
ら
く

山
形
県
仏
教
会
（
板
垣
隆
寛
会
長
）
で
は
、

八
月
二
十
六
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
山
形
市
の

山
形
新
聞
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
平
和
と

調
和
の
実
践
－
生
活
の
中
に
仏
教
を
」
の
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
山
形
県
仏
教
会
十
周
年

記
念
大
会
を
開
催
し
た
。

　
大
会
は
、
板
垣
会
長
を
導
師
に
十
周
年
記
念

結
集
大
法
要
が
営
な
ま
れ
た
あ
と
、
式
辞
、
経

過
報
告
に
つ
づ
き
、
永
年
住
職
（
住
職
歴
五
十

年
、
四
十
年
）
と
県
仏
功
労
者
の
表
彰
が
あ
り

盛
大
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。
こ
の
あ
と
来
賓

と
し
て
全
仏
代
表
、
県
知
事
な
ど
の
祝
辞
と
大

会
宣
言
な
ど
が
あ
り
式
典
を
終
了
し
、
午
後
二

時
か
ら
は
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
鈴
木
健
二

氏
の
「
暮
ら
し
の
こ
こ
ろ
」
と
題
す
る
記
念
講

演
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
非
常
な
盛
会
裡
に
終

了
し
た
。1
5
周
年
の
中
央
大
会

岐
阜
県
仏
の
檀
信
徒
会

檀
信
徒
活
動
が
浸
透
し
、
地
域
に
根
を
下
し

た
布
教
活
動
を
展
開
す
る
岐
阜
県
仏
教
会
（
大

石
好
文
会
長
）
で
は
、
画
工
信
徒
会
、
市
仏
教

会
、
市
檀
信
徒
会
と
共
催
に
よ
り
、
九
月
六
日

午
後
一
時
よ
り
、
岐
阜
市
民
会
館
に
て
「
創
立

十
五
周
年
岐
阜
県
檀
信
徒
壷
中
果
大
会
」
を
開

催
、
一
千
五
百
名
が
参
集
し
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
大
会
は
、
会
員
物
故
者
追
弔
法
要
の
あ
と
、

大
石
県
仏
会
長
、
寺
町
市
仏
会
長
、
若
妻
県
檀

信
徒
会
長
が
挨
拶
、
県
知
事
、
市
長
な
ど
来
賓

灘灘

参加者募集中

　
全
日
本
仏
教
会
（
鱒
淵
正
浩
理
事
長
）
と
ハ

ワ
イ
仏
教
連
盟
（
藤
谷
義
明
会
長
）
で
は
、
成

道
会
を
記
念
し
て
「
日
本
・
ハ
ワ
イ
合
同
成
道

会
の
旅
」
を
左
記
の
募
集
要
項
に
よ
り
共
催
す

る
。　
期
　
日
　
昭
和
5
5
年
1
2
月
6
日
一
1
1
日

　
訪
問
地
　
ホ
ノ
ル
ル

参
加
費
十
六
万
九
千
円

旅
行
社
　
日
通
航
空
東
京
航
空
支
店

　
ハ
ワ
イ
で
は
、
花
ま
つ
り
と
成
道
会
が
仏
教

の
二
大
行
事
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
成
道
会

は
西
本
願
寺
ハ
ワ
イ
別
院
に
お
い
て
開
か
れ
、

各
宗
寺
院
は
そ
れ
ぞ
れ
各
回
の
行
事
を
一
切
や

ら
ず
に
こ
の
行
事
に
こ
ぞ
っ
て
参
加
す
る
ほ
ど

で
す
。

　
こ
の
行
事
に
参
以
上
、
ハ
ワ
イ
仏
教
の
普
及

隆
盛
を
見
聞
、
ま
た
現
地
仏
教
徒
と
の
交
歓
パ

ー
テ
ィ
は
友
好
親
善
の
う
え
か
ら
も
意
義
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

祝
辞
が
つ
づ
き
、
次
に
創
立
十
五
周
年
に
あ
た

り
檀
信
徒
会
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
岸
本
賢
友

氏
な
ど
百
二
十
名
に
感
謝
状
が
渡
さ
れ
た
。
こ

の
あ
と
東
宝
映
画
「
天
平
の
麗
」
が
上
映
さ
れ

た
。

檀
信
徒
会
に
と
っ
て
は
、
昭
和
四
十
年
に
前

進
座
の
公
演
に
よ
る
「
天
平
の
弼
」
を
観
劇
し

こ
れ
が
二
仏
と
檀
信
徒
が
共
に
歩
む
第
一
歩
で

あ
り
、
十
五
周
年
に
ま
た
映
画
を
観
る
と
い
う

縁
に
結
ば
れ
た
。
以
来
、
骨
仏
大
会
、
ケ
サ
か

ケ
運
動
、
お
経
を
習
お
う
運
動
、
老
人
の
交
通

事
故
防
止
運
動
、
印
度
仏
跡
巡
拝
、
難
民
救
援

募
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

今
回
は
特
に
、
大
会
会
場
に
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

難
民
救
援
金
と
し
て
金
百
万
円
が
、
全
仏
・
加

藤
総
務
局
長
に
手
渡
た
さ
れ
、
全
仏
に
寄
託
さ

れ
た
。

同
和
特
別
委
員
会

　
第
五
回
同
和
特
別
委
員
会
は
、
九
月
十
二
日

午
後
一
時
よ
り
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
会
議
室

に
お
い
て
開
か
れ
た
。

　
一
、
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

十
二
月
三
日
一
士
百
に
わ
た
っ
て
開
か
れ

る
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
際
人
権
規

約
大
阪
府
民
会
議
の
主
催
に
よ
り
、
六
ケ
国
の

専
門
家
を
招
き
、
部
落
解
放
運
動
を
正
し
く
世

界
に
訴
え
る
と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
る
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
は
別
に
、
こ
れ
に
出
席
す

る
イ
ン
ド
の
ポ
パ
ト
ラ
オ
・
ブ
ナ
シ
・
ガ
ル
ー

ド
氏
を
全
仏
で
は
招
い
て
講
演
を
予
定
じ
て
お

り
、
こ
の
講
演
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
、
「
全
国
的
に
呼
び
か
け
自
由
参
加
の
講
演

一7一

見
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会
と
し
て
は
ど
う
か
」
、
「
人
数
を
あ
る
程
度
規

制
し
て
、
講
演
だ
け
で
な
く
参
加
者
が
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
な
会
に
す
べ
き
で
あ

る
」
な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
が
、
カ
ル
ー
ド

氏
の
日
程
が
ま
だ
完
全
に
決
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
同
氏
の
日
程
が
決
定
し
た
段
階
で
内
容
な

ど
を
決
め
て
開
催
す
る
方
向
で
す
す
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
一
、
各
宗
の
報
告
に
つ
い
て

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
宗
が
そ
れ
ぞ
れ
過
去

に
お
け
る
講
演
会
や
学
習
会
、
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
ま
た
各
宗
門
で
使
用
し

て
い
る
本
の
紹
介
な
ど
が
な
さ
れ
た
。

　
【
出
席
者
】
久
保
埜
太
清
、
吉
田
俊
誉
（
豊

山
）
馬
場
臨
監
（
智
山
）
竹
田
英
宣
、
蓮
池
瑞

旭
（
浄
土
）
善
村
一
観
（
天
台
）
岸
融
証
、
朽

木
明
暁
（
大
派
）
小
泉
宗
和
（
本
派
）
久
保
井

恭
彦
、
松
本
健
雄
（
　
洞
）

機
構
改
革
委
員
会

第
六
回
機
構
改
革
委
員
会
は
、
八
月
二
十
七

嘘
騨
亀
2
亀
8
§
邑
3
塾
3
亀
3
塾
2
i
8
亀
●
邑
5
§
5
蓼
亀
3
重
顧
塾
置
i
3
亀
■
邑
3
亀
2
亀
3
塾
置
2
9
3
9
2
9
3
邑
3
亀
●
巴
2
匿
3
5
8
塾
9
亀
3
邑
3
邑
3
●
3
5
3
篭
■
8
3
9
亀
3
弓
3
亀
2
巴
3
塾
2
亀
3
篭

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
と
な
り
山
中
捨
身
の
行
に
入
る
。

…

”
　
表
紙
の
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
修
行
の
道
場
を
山
岳
と
い
う

…
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厳
し
い
自
然
界
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
お

…
”
　
　
　
』
修
　
験
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ず
か
ら
十
界
の
修
行
と
、
六
波
羅
蜜
の
実

㎜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
践
を
体
得
す
る
。

㎜
。
　
修
行
し
て
そ
の
徳
を
験
わ
す
こ
と
を
修
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
現
代
社
会
に
対
応
し
て
、
僧
俗
一

…　
と
い
い
、
実
践
を
重
ん
じ
、
そ
の
中
に
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
の
大
乗
菩
薩
道
の
生
活
が
開
発
さ
れ
な
け

…　
を
会
得
す
る
。
そ
の
た
め
、
先
ず
父
母
の
縁
　
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
軸

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

咄　
に
よ
り
生
れ
た
こ
の
身
さ
え
否
定
す
る
和
歌
　
　
写
真
は
、
大
峰
山
脈
中
の
、
大
日
岳
登
拝
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

…
を
、
吉
野
川
の
水
行
で
唱
え
、
本
来
無
垢
の
　
の
行
場
、
向
う
側
は
釈
迦
岳
。
　
　
　
　
　
蝋

伽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

日
午
後
一
時
よ
り
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
会
議

室
に
お
い
て
開
か
れ
、
全
仏
・
日
野
総
長
挨
拶

の
あ
と
藤
音
委
員
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事

に
入
っ
た
。

　
一
、
前
回
委
員
会
の
経
過
を
中
村
部
長
よ
り

報
告
。

　
一
、
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て
、
編
成
図
を

提
示
し
て
説
明
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
各
委
員
よ
り
活
発
な
意
見

が
だ
さ
れ
、
「
全
仏
の
機
構
を
有
効
的
に
動
か

す
た
め
の
機
構
改
革
な
ら
ば
、
も
う
少
し
組
織

を
整
理
ず
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
に
、
「
十
大

宗
派
す
べ
て
か
ら
局
長
を
だ
す
よ
う
に
で
き
な

い
か
」
、
「
局
部
長
を
選
出
す
る
内
規
を
つ
く
る

べ
き
だ
」
、
「
局
長
の
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
部
長

を
だ
さ
な
い
」
、
コ
局
長
制
度
を
や
め
て
全
部
を

部
長
に
す
る
」
な
ど
が
だ
さ
れ
た
。

　
こ
の
結
果
、
局
部
長
の
選
出
規
準
は
理
事
会

に
ま
か
せ
、
ど
の
宗
派
か
ら
も
出
ら
れ
る
と
い

う
含
み
で
、
条
文
化
せ
ず
に
オ
ー
プ
ン
に
対
処

す
る
方
向
で
答
甲
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
、
予
算
編
成
に
あ
た
り
改
正
案
な
ど
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遜
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@
　
昭
和
雪
年
第
哨
山
ぺ
講
　
　
三
楽
叢
発
行
所

い
て
意
見
交
換
を
し
た
。

　
【
出
席
者
】
藤
童
晃
祐
（
本
派
）
豊
田
英
世

（
旦
連
）
阿
部
博
邦
（
曹
洞
）
小
林
隆
彰
（
天

台
）
土
屋
孝
喜
（
妙
心
）
伊
東
康
雄
（
浄
土
）

盛
川
光
範
（
高
野
）
広
島
昭
応
（
大
字
）
堀
井

隆
俊
（
智
山
）

仏
教
伝
道
ビ
ル
落
成

九
月
十
七
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
創
立
十
五

周
置
を
む
か
え
た
仏
教
伝
道
協
会
（
沼
田
恵
範

会
長
）
で
は
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
落
成

式
を
行
な
っ
た
。
当
日
は
入
仏
慶
讃
法
要
や
披

露
パ
ー
テ
ィ
ー
が
新
築
な
っ
た
同
ビ
ル
で
行
な

わ
れ
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
同
ビ
ル
は
、
会
議
そ
の
他
の
催
し
に
も
使
用

で
き
る
の
で
O
利
用
に
際
し
て
は
同
セ
ン
タ
ー

運
営
係
に
問
い
合
せ
、
申
し
込
み
を
し
て
下
さ

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

…
事
務
総
局
録
事
（
九
月
）
…

　
三
日

　
五
日

　
六
日

　
九
日

十
一
日

十
二
日

十
六
日

　
　
〃
十
七
日

十
八
日

十
九
日

二
十
七
日

〃

財
務
担
当
者
会
議
（
関
西
）

　
〃
　
　
　
　
　
（
関
東
）

岐
阜
県
仏
檀
信
徒
大
会
出
席

局
内
会
議

常
務
理
事
会
、
総
長
会
（
京
都
）

同
和
特
別
委
員
会

全
仏
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会

局
内
会
議

仏
教
伝
道
ビ
ル
落
慶
式
出
席

国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式
出
席

国
際
専
門
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
触

…
全
仏
輪
袈
裟
…

　
　
　
こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
　
　
　
　
￥
一
、
五
〇
〇
円

…
法
輪
バ
ッ
チ
…

　
　
　
　
　
　
　
径
一
㎝
、
ネ
ジ
式

　
　
　
　
　
　
　
￥
一
、
○
○
○
円

…
日
の
丸
・
仏
旗
バ
ッ
チ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
総
務
局

昭
和
5
6
年
目

申
込
み
受
付
け
中

　
全
一
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
依
文
、
四
弘
警
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ

定
　
価

申
込
先

9
×
1
4
㎝

五
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－

十
三
　
全
仏
総
務
局

　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
十
三

電
話
〇
三
（
四
二
七
）
九
二
七
五
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